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 はじめに時間を頂戴し、一昨日、行われました、市内駅伝競走大会について少しだ

けお話しさせていただきます。今年の飯沼中は、新たな伝統を築く、歴史的ながんば

りをしました。立派だった点の１つは、試合に出た者、残念ながら出られなかった者

もいたわけですが、１つのチームとして、試合に出られなかった生徒が、自分がチー

ムの一員として何ができるかを考え、選手をよく支えてくれたこと、そして試合に出

る選手は、試合に出られずに悔しい思いをしながらも、自分達選手を支えてくれてい

るということを感じ、その人の分まで頑張ろうとして、力走していたことがあげられ

ます。男子は順位も素晴らしく、ここ数年ではなかった６位入賞を果たしました。 

来年は、今の１、２年生がチームのリーダー格となる２、３年生になります。先輩

方を越えることで、先輩に恩返しをし、さらに良い活動となることを期待します。関

わったすべての生徒のみなさんと先生方、お疲れさまでした。 

さて、本日はこれから、令和２年度の生徒会役員選挙「立ち合い演説会及び投票」

が行われます。生徒会活動は、学級活動とともに、学校で行う教育活動の中では、特

別活動という重要な活動の１つに位置付けられています。私は、これまで市内外の多

くの中学校を見る機会がありましたが、この特別活動が盛んな学校は、活気があり、

生徒が生き生きとしていました。とりわけ、生徒会活動がしっかりできている学校は、

学校全体に規律がみられ、生徒と先生方が良い関係を築き、ＰＴＡや地域の方々と一

緒になって、学校を盛り上げている学校が多いものです。 

本日は、新型コロナウイルスの関係で、体育館に全校生徒が集まることができませ

んので、放送とリモートによる進行となりますが、みなさんには、是非、一人一人の

候補者と応援者の主張、心意気を真剣に聴いて、公正な投票をお願いします。そして、

選ばれた役員さんたちに協力して、この飯沼中学校を大いに盛り上げてもらいたいと

思います。 

また、生徒会の選挙やその後の生徒会活動には、「有権者」といい、選挙権を持ち、

政治に参加することへの意識を持つ、きっかけにしてほしいというねらいもあります。

君たちが有権者となる年齢は、１８歳です。自らの意思を政治に反映させる日は、そ

う遠い先の話ではないのです。それまでに政治に参加する意識が備わっていなければ

なりません。そのため、民主主義の基本である選挙を正しく理解できるよう、学校の

生徒会役員選挙を、実際の一般社会で行われている選挙に近い形で行います。選挙の

告示をはじめ、公正、円滑に選挙を進めるための選挙管理委員会の活動や、立候補者

や応援者の選挙運動などを通して選挙活動を行うこと。また、投票は実際の選挙で使

用している『投票箱』や『投票記載台』などの選挙用具を春日部市選挙管理委員会か

らお借りして行います。 



 これから迎える世の中は、技術の進歩や国境を越え、様々な国の人たちの考えや

価値観を地球規模で考えていく、グローバル化が益々、進む社会となります。社会

科の授業はもとより、新聞やニュースなど様々な情報から、しっかりとした自分の

意思が持てるようになってほしいと思います。今回の生徒会選挙が有権者としての

心がけを作るきっかけになることを願っています。 

令和２年１０月２２日 春日部市立飯沼中学校長  

 


